
【産機モリヤマ事業部（モリヤマ）】

特許第5521517号「シート成形装置」

【請求項�】粘性材料を押出口から押し出し供給する材料供給部と、前記材料供

給部により前記押出口から供給される材料を一時的に貯留する材料貯留部と、前

記材料貯留部に貯留されている材料に対して、押圧部材を押圧して押圧力を印加

する材料押圧部と、前記材料貯留部に貯留されている材料を一対のロールにて

シート状に成形して払い出す材料圧延部と、前記材料供給部、前記材料押圧部及

び前記材料圧延部の作動を制御して、前記材料貯留部に貯留されている材料を

シート状に成形する制御部とを備えたシート成形装置であって、前記制御部が、

前記押圧部材を、前記材料貯留部に貯留されている材料に対して前記押圧力が開

放されるように押圧方向とは反対側に移動させる押圧開放処理を実行可能に構成

されているシート成形装置。

【環境事業部】

特許第5271311号「集塵装置」

【請求項�】区画壁により内部が含塵空気導入室と浄化空気室

とに区画された筐体と、前記区画壁に設けられ、前記筐体の内

部に前記含塵空気導入室側から前記浄化空気室側に通流する含

塵空気中に含まれる塵埃を捕集するフィルタ機構と、前記浄化

空気室側から前記フィルタ機構を介して前記含塵空気導入室側

に圧縮空気をパルス状に噴出させて、前記フィルタ機構に捕集

された塵埃を清掃する噴出機構とを備えた集塵装置であって、

前記フィルタ機構は、複数の有底筒状の筒状フィルタを所定の

フィルタ配設方向に沿って並列配置して構成され、前記噴出機

構は、開閉弁を介して圧縮空気源に接続される基端部側から閉

塞させた先端部側に向けて前記フィルタ配設方向に沿う状態で

延出して形成された筒状の通流管部を備えるとともに、前記通

流管部の管壁に前記複数の筒状フィルタの夫々の開口部に夫々

が対応する複数の噴出孔を並列配置して構成され、前記開口部の中心点である開口部中心位置に対して、前記開口部

を含む開口面に対する前記噴出孔の軸芯の到達点である噴出孔軸芯到達位置の前記基端部側への変位量が、前記基端

部側に近いほど大きくなるように、前記開口部及び噴出孔の夫々が配置されている集塵装置。

特許第5337001号「集塵用フィルタ、それを備えた集塵装置、及び、集塵用フィルタの製造方法」

【請求項�】筒状に形成された濾布が、織布からなる基布層と、当該基布層の

少なくとも濾過表面側に結合された不織布からなるフィルタ層とを積層して構

成され、前記濾布の濾過表面側から濾過裏面側に含塵空気を通過させて濾過を

行い、且つ、前記濾布の前記濾過裏面側から前記濾過表面側に逆流気流を通過

させて、捕集された塵埃の払落しを行うように構成されている集塵用フィルタ

であって、前記基布層は、帯状に織られた織布を螺旋状に巻いて筒状に形成し

て縫合することにより形成され、前記基布層の織布を構成する経糸と緯糸との

一方及び他方が、前記筒状に形成された濾布の筒周方向に対して傾斜して配設

されている集塵用フィルタ。
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特許第5388103号「集塵機の運転方法」

【請求項�】含塵空気を濾過するフィルタの濾過面に付着したダストを、フィル

タの濾過面の裏面側に向けて噴出される圧力気体で払い落とすようにした集塵機

の運転方法において、圧力気体の供給源に接続される一のヘッダタンクに、複数

の開閉弁を配設し、該開閉弁を選択的に開放することにより前記ヘッダタンク内

に貯留されている圧力気体を各開閉弁を介してインジェクターチューブに向けて

噴出させるに際して、開放する開閉弁の選択と、前記圧力気体の噴出力及び圧損

の値と関係なく所定時間ごとに払い落としを行う圧力気体の噴出周期とを、予め

設定したパターンで変化させるに当たり、一のヘッダタンクに配設した複数の開

閉弁のうち同時に開放する開閉弁の数を変化させることによって圧力気体の噴出

力を変化させるとともに、同時に開放する開閉弁の数に対応して、開放する開閉

弁の数が多くなるに従って圧力気体の前記噴出周期が長くなるように設定するよ

うにした同時に開放する開閉弁の数を異ならせた複数のタイプ及び各タイプを実

行する順序をパターンとして予め設定しておき、前記所定時間ごとに前記パター

ンにより払い落としを行うことを特徴とする集塵機の運転方法。

特許第5446010号「集塵装置」

【請求項�】含塵空気が導入される導入口が形成された有底の上下筒状のダクト室と、

前記含塵空気を濾過するフィルタを配設したフィルタ室とが、複数の貫通孔が形成さ

れた平板状の整流板を介在させた状態で側方に隣接して配置され、前記複数の貫通孔

を通じて前記ダクト室から前記フィルタ室に通流した前記含塵空気を前記フィルタに

より濾過して、濾過により得られた清浄空気を前記フィルタ室内から排出する集塵装

置において、前記導入口が前記ダクト室の上側に配設されて、前記含塵空気が、前記

ダクト室内の上部から下部に向かって前記整流板に沿う方向に導入されるとともに、

前記複数の貫通孔を通じて前記ダクト室から前記フィルタ室に向かって側方に通流さ

れる構成で、前記整流板の正面視で、前記整流板の平面部分において水平方向におけ

る中央部に、前記複数の貫通孔を有さない無孔部帯が上下方向に沿って形成されると

ともに、前記整流板の平面部分における当該無孔部帯の両側方に、前記複数の貫通孔

を有する有孔部帯が上下方向に沿って形成され、前記整流板の正面視で、前記フィル

タ室内において前記フィルタが配設されるフィルタ配設部の少なくとも一部が、前記

整流板の平面部分に形成された前記有孔部帯と重なる位置に配設されている集塵装置。

【空調・冷熱事業部（空調）】

特許第5268857号「温度調整装置」

【請求項�】温調対象流体を冷却用熱交換器にて冷却し、冷

却された前記温調対象流体を加熱用熱交換器にて加熱して空

調対象空間に供給する温度調整装置であって、圧縮機、凝縮

器、第�膨張部、前記冷却用熱交換器としての第�蒸発器の

順に冷媒を循環させる第�冷凍サイクルを備えるとともに、

前記第�冷凍サイクルにおいて、前記冷媒を前記凝縮器と前

記第�膨張部との間から分岐させて、前記第�膨張部及び前

記第�蒸発器に対して並列に設けられた第�膨張部及び前記

温調対象流体とは別の第�別温調対象流体を温調する第�蒸

発器を通流させ、前記第�蒸発器と前記圧縮機との間に戻す

第�冷凍サイクルを備え、前記冷媒を前記圧縮機と前記凝縮

器との間から分岐させて、前記温調対象流体を加熱する前記

加熱用熱交換器に通流させ、前記第�冷凍サイクルにおける前記第�膨張部と前記第�蒸発器との間に戻す第�分岐

路と、前記冷媒を前記圧縮機と前記凝縮器との間から分岐させて、前記第�冷凍サイクルにおける前記第�膨張部と

前記第�蒸発器との間に戻す第�分岐路と、前記冷媒を前記圧縮機と前記凝縮器との間から分岐させて、前記温調対

象流体とは別の第�別温調対象流体を温調する温調部を通流させ、前記第�冷凍サイクルにおける前記第�膨張部と

前記第�蒸発器との間に戻す第�分岐路と、を備え、前記第�冷凍サイクルにおいて当該第�冷凍サイクルを通流す

る冷媒の流量を調整する第�流量調整部と、前記第�分岐路において当該第�分岐路を通流する冷媒の流量を調整す

る第�流量調整部と、前記第�分岐路において当該第�分岐路を通流する冷媒の流量を調整する第�流量調整部と、

を設け、前記第�流量調整部、前記第�流量調整部、前記第�流量調整部を通流する前記冷媒に関し、少なくとも通

流を断続させることが可能な制御手段を備えた温度調整装置。
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特許第5385869号「温度調整システムおよび温度調整方法」

【請求項�】検出光の通路である光路を備えた光学機器と、前記

光学機器が収容されるブースと、前記光路を囲繞するカバーと、

前記ブース内で前記カバー外の温度をブース内温度として検出す

るブース内温度検出手段と、前記カバー内の温度をカバー内温度

として検出するカバー内温度検出手段と、前記ブース内に温調空

気を通流させ当該温調空気の温度を調整可能な第�温度調整手段

と、前記ブース内温度を制御対象温度として当該制御対象温度が

設定温度になるように前記第�温度調整手段の運転を制御する制

御手段とを備えた温度調整システムであって、前記制御手段が、

前記カバー内温度の前記設定温度に対する温度差が所定の基準値

以上となる状態を温度乖離状態として判定し、当該温度乖離状態では前記制御対象温度を前記ブース内温度から前記

カバー内温度に切り替えるように構成されている温度調整システム。

特許第5488444号「輻射温調装置」

【請求項�】ブース内に配設された輻射パネル内に流体を循環供給

して前記ブース内を輻射温調する輻射温調手段と、前記輻射温調手

段の運転を制御する制御手段とを備えた輻射温調装置であって、前

記ブースが、天井部と側壁部とを備えて構成され、前記ブース内の

空気を前記輻射パネルの外表面に送風する送風手段を、前記ブース

内に配設し、板状の前記輻射パネルが、前記側壁部に沿って配設さ

れるとともに、前記送風手段が前記輻射パネルと前記側壁部との間

に配設され、前記輻射温調手段の起動運転において、前記制御手段

が、前記輻射温調手段を働かせて前記ブース内を輻射温調するとと

もに、前記送風手段を働かせて、前記送風手段により送風される空気を前記輻射パネルの外表面に吹付けて、当該空

気と前記輻射パネル内の流体との間で熱交換させ、当該空気の対流により前記ブース内を温調する輻射温調装置。

【建材事業部】

特許第5255357号「フリーストッパ解除機構を備えた引戸装置」

【請求項�】引戸の開閉方向に配設したストッパ用レールに、引戸

に揺動自在に配設した弾性係止部材を傾斜した状態で当接させるこ

とによって引戸を任意の位置で停止させるようにするとともに、ス

トッパ用レールに案内されて移動するキッカーの移動によって弾性

係止部材を揺動させて弾性係止部材とストッパ用レールとの間に隙

間を生じさせ、引戸の停止状態を解除するようにしたフリーストッ

パ解除機構を備えた引戸装置において、弾性係止部材をキッカーの

移動により揺動させた後にキッカーが移動することを防止する停止

部材を配設し、キッカーに形成した係止端が当接する停止部材の当接面から弾性係止部材までの距離を、キッカーに

形成した弾性係止部材に当接する当接端から前記係止端までの距離よりも短く設定したことを特徴とするフリース

トッパ解除機構を備えた引戸装置。

【㈱イズミフードマシナリ】

特許第5294264号「粉体供給装置」

【請求項�】粉体が投入される円筒状のホッパと、該ホッパ内に摺接して回転可能に配

設された円錐形状の回転ノーズと、該回転ノーズの底壁周縁部とホッパ内壁との間に形

成された粉体の絞り通路と、該絞り通路と連通して回転ノーズの下方に形成された周方

向の排出溝と、回転ノーズから該排出溝に延設された攪拌ブレードと、該攪拌ブレード

により送られた粉体を排出溝に設けた排出口から吸引して排出する吸引ノズルと、排出

口に粉体を導くために排出溝に突出した切出爪とを備え、攪拌ブレードに、切出爪の通

過を許容するスリットを形成したことを特徴とする粉体供給装置。
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特許第5294284号「ミキシングノズルを備えた粉体供給装置」

【請求項�】粉体が投入される円筒状のホッパと、該ホッパ内に摺接して回転可能に配

設された円錐形状の回転ノーズと、該回転ノーズの底壁周縁部とホッパ内壁との間に形

成された粉体の絞り通路と、該絞り通路と連通して回転ノーズの下方に形成された周方

向の排出溝と、回転ノーズから該排出溝に延設された攪拌ブレードと、該攪拌ブレード

により送られた粉体を排出溝に設けた排出口から吸引して排出する吸引ノズルと、該吸

引ノズルに接続された粉体供給管から供給される粉体を溶媒と混合するミキシングノズ

ルとを備え、該ミキシングノズルにおいて混合した混合液を溶解装置に供給する粉体供

給装置において、排出溝から排出口に粉体を導くために排出溝に突出するように切出爪

を設け、攪拌ブレードが切出爪の突出位置を通過するときに、切出爪を後退させる進退

機構を備えるとともに、ミキシングノズルを、粉体供給管の端部を粉体供給管よりも大

径に形成した混合室に挿入して開口することにより、混合室の中心部に粉体を供給しな

がら、粉体供給管の外周壁と混合室の内周壁の隙間から溶媒を旋回流として混合室に供

給して、混合室において粉体と溶媒を混合し、該混合した混合液を溶解装置に供給する

ようにしたことを特徴とするミキシングノズルを備えた粉体供給装置。

特許第5297395号「液滴径予測方法及び液滴径予測シミュレータ」

【請求項�】ディスクバルブと、前記ディスクバルブに対向して設けられる

バルブシートとを備えて構成されるとともに、前記ディスクバルブと前記バ

ルブシートとの対向壁面間に径方向に放射状に延びる乳化処理路が形成さ

れ、前記乳化処理路には前記対向壁面同士が平行な隙間平行部が前記ディス

クバルブの中心軸に対して径方向に第�距離の位置から第�距離の位置にま

で形成される均質バルブ機構において、前記均質バルブ機構の前記乳化処理

路に、分散相と連続相とを含む乳化前エマルションを通過させ、乳化された

乳化後エマルション中の分散相の液滴径を予測する液滴径予測方法であっ

て、前記隙間平行部を形成する前記対向壁面におけるせん断応力の代表値で

ある壁面せん断応力の平均値 τave、前記乳化処理路通過時の圧力損失から算

出される前記隙間平行部における前記対向壁面間の有効間隔 δ、前記乳化前

エマルション中の分散相と連続相との界面の界面張力 γ、前記乳化前エマル

ション中の分散相の液滴径 dbeforeに基づいて、前記乳化後エマルション中

の分散相の液滴径を、液滴径 dthe＝（kγ/（τaveδ））1/m・dbefore（ただし、k，

mは定数）として予測する液滴径予測方法。

特許第5341609号「送液システム」

【請求項�】溶存ガスを含む処理対象液を、昇圧するとともに昇

温する第一処理機構と、前記第一処理機構により処理済みの昇

圧・昇温状態にある処理対象液を、降温する第二処理機構と、前

記第二処理機構により処理された処理対象液を減圧する弁機構

と、前記弁機構にて減圧された処理対象液を受入れる気液分離液

体サイクロンと、前記気液分離液体サイクロンから送り出される

液体分を主とする第一成分と気体分を主とする第二成分との両方

を受入れる気液分離タンクとを備え、前記気液分離タンクから当

該気液分離タンク内の液体分を常圧に戻して取り出す構成にして

ある送液システム。

特許第5360902号「粒子の研磨方法及び粒子の研磨システム」

【請求項�】研磨装置の回転翼を回転させて、吸入部から導入室に吸入

した液体及び該液体に非溶解性の粒子を、導入室から絞り流路を通過さ

せるとともに、回転翼により攪拌して、吐出部から液体に粒子を分散さ

せた分散液を吐出させ、該吐出部から吐出された分散液の少なくとも一

部を循環流路を介して前記吸入部に循環させ、分散液に回転翼の回転に

よる剪断力及び遠心力を作用させるとともに、分散液が絞り流路を通過

する際にキャビテーション現象を発生させることによって、分散液中の

粒子の表面を研磨することを特徴とする粒子の研磨方法。
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特許第5368836号「循環加熱式の抽出装置と抽出方法」

【請求項�】抽出原料に処理液を注いで前記抽出原料から抽出される抽

出成分を含む抽出液を生成する抽出器本体と、その抽出器本体から排出

される抽出液を加熱する加熱装置を備え、前記抽出器本体と前記加熱装

置が互いに接続されて、前記抽出器本体から排出される抽出液を前記加

熱装置により加熱して前記抽出器本体に循環させる密閉式の循環経路が

形成されるとともに、その循環経路内に加圧用流体を圧入して当該経路

内を加圧可能な加圧装置が設けられ、前記抽出器本体から排出される抽

出液を前記加熱装置により加熱して前記抽出器本体に循環させる循環加

熱運転を行うに、前記加圧装置を作動させて、前記循環経路内における

前記処理液の飽和蒸気圧より高い圧力に前記循環経路内を加圧する制御

手段を備え、前記制御手段が、前記循環加熱運転の開始時に、前記処理

液の最高抽出温度における飽和蒸気圧より高い圧力に前記循環経路内を

加圧するように構成されている循環加熱式の抽出装置。

特許第5397914号「冷菓製造装置」

【請求項�】基端側に冷菓原料が供給される原料供給ヘッダを、

先端側に冷菓を排出する冷菓排出口を形成した冷菓排出ヘッダを

それぞれ設けたシリンダと、該シリンダの外表面を冷却する冷却

手段と、前記シリンダ内で回転駆動することにより、シリンダの

内表面に氷着する冷菓原料を掻き取りながら攪拌する攪拌手段と

を備えてなる冷菓製造装置において、冷菓排出ヘッダが、前記冷

菓排出口を形成した円筒形状の円筒体と、その先端側を覆う端面

板を有して形成され、前記冷菓排出口が、該冷菓排出口の先端側

の側縁を規定する前記端面板の内平面を包含する面と、冷菓排出

口の前記攪拌手段の回転方向に対する上流側の縁を規定する前記

円筒体の内周面の接線を包含する面とによって規定される形状で、前記円筒体の内周面の最低位置を含み、かつ、前

記接線の内周面との接点から前記攪拌手段の回転方向で水平又は下方に向けて開口するように形成され、前記冷菓排

出口の開口方向に連続するように冷菓排出管が接続されてなることを特徴とする冷菓製造装置。

特許第5472993号「分散装置及び分散方法」

【請求項�】分散媒に分散質を分散させるための複数の攪拌翼及び絞

り流路を有する筒状のステータを備えた攪拌ポンプと、該攪拌ポンプ

に液体状の分散媒を供給する液体供給手段及び粉体状の分散質を供給

する粉体供給手段と、攪拌ポンプから排出された分散液が導入される

タンクと、該タンクに導入された分散液を攪拌ポンプに還流させる還

流経路と、該タンクの内部を選択的に大気圧状態と減圧状態にする圧

力調節手段とを備え、さらに、�次分散工程として、液体供給手段及

び粉体供給手段からの液体状の分散媒及び粉体状の分散質を供給しな

がら、タンクの内部を圧力調節手段によって大気圧状態にして攪拌ポ

ンプを運転するとともに、�次分散工程として、液体供給手段及び粉

体供給手段からの液体状の分散媒及び粉体状の分散質の供給を停止す

るとともに、閉止手段によって粉体供給手段から気体が吸い込まれる

ことを防止し、タンクの内部を圧力調節手段によって減圧状態にして攪拌ポンプを運転する制御手段を備えたことを

特徴とする分散装置。

日本スピンドル技報No. 54 2014 知 財 報 告

― 28 ―


